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令和８年７月 16 日 

各      位 

会社名 株式会社ウェッジホールディングス 

代表者名  代表取締役社長   田代 宗雄 

（コード 2388 東証グロース市場） 

問合せ先 開示担当      小竹 康博 

（TEL 03 － 6225 － 2161） 

 

当社取締役に関する昭和ホールディングス株式会社の開示内容に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年 7月 15日、当社取締役会長 此下竜矢（以下「此下」といいます）より、昭和

ホールディングス株式会社（東京証券取引所スタンダード市場、コード番号 5103、以下「昭和 HD」

といいます）が行った開示内容、及び此下が個人として昭和 HD に送付した書状について、下記の

通り報告を受けました。株主の皆様や取引先などからお問い合わせをいただいている内容です。株

主・投資家の皆様、ステークスホルダー皆様にご心配をおかけしておりますことも踏まえ、お知ら

せいたします。 

 

記 

 

１． 経緯 

此下は、2026 年 6 月 29 日付で昭和 HD 代表取締役を退任いたしました。此下は当社取締役

会長として在任するとともに、退任後も昭和ゴム株式会社（昭和 HD の旧子会社）の取締役を

務めております。 

 

２． 昭和 HD による開示内容 

昭和 HD は 2026 年 7 月 8 日、代表取締役の選任状況等に関する開示を行い、その中で、「当

社の開示事務、株主名簿管理を行っていた昭和ゴム株式会社の取締役、従業員も昭和ゴム株式

会社が当社の子会社でなくなった結果、昭和ホールディングスの事務を行わないよう前代表取

締役此下竜矢氏から告げられた」と記し、そのために「当社の実印、会計帳簿、預金通帳等の

引継ぎはまったく行われていません。」と記載されて公表されております。 

 

３． 此下による訂正・返還手続き明確化の申し入れ 

此下は、上記開示内容について、退任当日（2026 年 6 月 29 日）に昭和 HD 取締役細野敦氏

（以下「細野氏」といいます）宛のメールにて各種引継ぎに協力するので連絡を願う旨を伝え

ておりました。それにもかかわらず細野氏から請求や指示が一切現在までないとのことです。

また同氏が 2026 年 6 月 29 日に当社事務所、7 月 6 日に代理人弁護士とともに２回とも事前

連絡なく訪問しました。さらに７月６日には事情も知らない受付対応をした昭和ゴム株式会社

従業員に対し詰問を行ったという事実関係の説明がなされております。したがいまして上記開

示内容には事実と異なる記載が含まれていると説明しております。 

上記経緯を受け、また２週間以上経っても細野氏からの連絡がないため、此下は 2026 年 7 月

13 日付で、昭和 HD 及び細野氏に対し、以下 2 通の書面を内容証明郵便にて発送いたしまし

た（東京証券取引所及び関東財務局に対しても参考として提出済みとのことです）。当該書面

の写しを、此下からの報告に基づき本お知らせの別紙として添付いたします。 

（１）「代表取締役退任に伴う実印等の返還について」（別紙１） 

      返還対象物・返還先・返還方法等の明確化を書面到達日より 14 日以内に回答するよう要

求 
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（２）「開示訂正要求書」（別紙２） 

    上記開示内容のうち事実と異なるとする 2 点について、5 営業日以内の訂正開示、謝罪、名

誉回復措置等を要求 

  

４． 当社への影響 

此下が当社取締役会長を務めていることから、上記一連の経緯に関し、当社に対してもお客様

からのお問い合わせ、株主様からのお問い合わせなどが寄せられており、また従業員にも不安

の声が生じております。 

 

５． 当社の対応方針 

此下による昭和 HD への申し入れは同氏個人及び昭和ゴム株式会社の取締役としての立場に

よるものであり、当社としての法的措置ではございませんが、当社取締役会長に関する事案で

あり、投資家などステークスホルダーの皆様の関心の高い事案であることから、当社といたし

ましても事実関係の把握に努めるとともに、関係者との対話を通じ、本件の円満な解決に向け

て適正に対応してまいる所存です。 

今後、株主・投資家の皆様に開示すべき事由が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 

【添付資料】 

別紙１：「代表取締役退任に伴う実印等の返還について」（此下竜矢発、2026 年 7 月 13 日付） 

別紙２：「開示訂正要求書」（此下竜矢発、2026 年 7 月 13 日付） 






























